
発言№ 11                         受付№ 3    

                                令和 5年 8月 18日 

                                 9時 46分 受付 

 

一  般  質  問  発  言  通  告  書 

 

議席番号 10 番      氏名 串﨑 利行    

 

 

答弁を求める者   市長 教育長 監査委員 選挙管理委員会委員長 

（○をつける）   農業委員会会長 固定資産評価審査委員会委員長 公平委員会委員長 

           

発言項目及び要旨 

 １ 農業の振興について  

（1） 浜田市の全体的な農業振興の考え方について 

① 浜田市は、本年 4月 25日に島根県初のオーガニックビレッジ宣言をされ、今後

は有機農業の推進に力を入れられる。有機野菜等の推進はすでに行われている

が、今後は有機米の推進もされると理解をしている。有機農業の推進は、国も

進めており大変重要な事と感じているが、一方で浜田市全域の農業を見たとき、

農業者の高齢化が進む中、市としての「全体的な農業振興の考え方」を伺う。 

 

（2） 有機給食について 

① 全国的にも有機給食の流れは出てきており、市は本年度の施政方針において、

市長から有機給食への取り組みを推進するとの説明があった。食の教育も含め、

未来を担う子供たちの為に積極的に進めるべきだが、現在の状況を伺う。 

 

(3)  生きもの調査について 

① 農家が米を育てることは田んぼを守るだけでなく、田んぼで生きるたくさんの

生き物の命を支えている。管内の学校において、田んぼの生きもの調査につい

て行われているか状況を伺う。 

 

２ ふるさと体験村について 

 ① 再開後の施設利用者の推移を伺う。 

 

② 従業員も含めた現在の運営体制を伺う。 

 

③ 指定管理料も以前に比べると大幅に減額されて約 900 万円になったと認識して 

いるが、人件費についてはどこまで確保されているか伺う。 



④ 再開後の実施事業と実施にあたっての課題があれば伺う。 

 

⑤ 今回のふるさと体験村は、言わば新規事業の立ち上げであり、いきなり全ての事

業において結果を求めるのは難しいと考える。基盤が確立するまで少し長い目で

見る必要があると感じるが、市長の見解を伺う。 

 

 ３ 健康日本 21について 

   ① 厚生労働省は、2024年度からの「健康日本 21（第 3次）」で、一日当たりの食塩

摂取量の目標値を前回の 8ｇから 1ｇ少ない 7ｇに変更した。これは高血圧や脳

卒中などのリスクを高めないためと聞くが、浜田市での対応について伺う。 


